
 

 

 

 愛教組連合では、「教え子を再び戦場に送るな」という不滅のスローガンのもと、平

和の大切さや命の尊さを次の世代に語り継いでいくために、平和教育にかかわるさまざ

まな取り組みをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

平和協力活動の実施 

 

平和教育学習会の実施 

本年度の具体的な取り組み 

 「焼け跡に立つ虹」の配付 

 

平和への切実な願い

を広島へ届けます。折

り鶴に、みなさんの平

和への決意や思いを込

めていただきます。 

原水禁広島大会への参加 

 

「平和教育実践リポート」の配付 

 

世界の子どもたちの健

やかな成長を願い、わたく

したちにできることを行

動に移したいという思い

のもと、本年度もカンパ運

動に取り組みます。 

平和教育にかかわる授業実践を機関

紙「さんそ」に掲載し、各分会と各単

組・支部の青年部長に配付しました。

愛教組連合の HPに過去の実践も公開

しています。ぜひご覧ください。 

愛知県で戦争を経験した

方々の体験談や証言を載せ

た「焼け跡に立つ虹」を、新

入組合員に配付しました。愛

教組連合の HP でも公開し

ております。ぜひご活用くだ

さい。 

各単組・支部において平和教育

学習会を実施し、平和の尊さをさ

まざまな視点から考えます。 

第１回 平和教育推進委員会 

 ５月７日（火）、愛知県教育会館にて、本年度

の平和教育にかかわる取り組みについて協議

しました。より平和教育を推進していくために

はどうすればよいのかを、親執行部の方々と熱

く議論することができました。 

 

平和にかかわる運動の取り組み

第２回 愛教組連合青年部長会 

授業や学習会で活用できる平和教

育資料が47点あります。 

また、原水禁広島大会に先立って行

う「被爆体験者による平和学習会」の様

子を収めた動画を愛教組連合のHPに

て公開しています。 

８月５・６日に青年部の代表

が、折り鶴を『原爆の子の像』に

捧げてきます。また、学習会とし

て、被爆体験者の講話を聞き、平

和意識を高めます。 

 ６月４日（火）、東海労働金

庫にて、折り鶴運動や原水禁

広島大会への参加などについ

て提案し、承認していただき

ました。 

平和教育資料貸し出し 折り鶴運動の実施 

 

【折り鶴を捧げる青年部員】 

（写真は昨年度のもの） 

第２号 



 

 

～ 各単組・支部青年部長の声 ～ 
 

 ○ 自分と戦争との関わりについて考えを深めることができました。自分自身の生き方の指針となるような考

え方を教えていただき、大変勉強になりました。  

 ○ 世界各国の悲しい現状を知ることができました。正しい知識をアップデートし、自分にできることを考え

ていきたいです。 

 

 

 

６月４日の第２回愛教組連合青年部長会終了後、平和教育学習会を行いました。講演会では、NPO

法人「テラ・ルネッサンス」の鬼丸昌也さんにご講演いただきました。テラ・ルネッサンスの今ま

での活動の話を切り口に、地雷や子ども兵、紛争などの問題について教えていただきました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

沖縄が本土復帰して 5２年目を 

迎えました。平和行進では、普天 

間基地周辺のコースを行進しまし 

た。約７㎞の道のりを行進しなが 

ら平和への意識をよりいっそう高 

めることができました。 

【平和教育学習会の様子】 【学習会で質問をする青年部員】 

【講師の鬼丸昌也さん】 

平和教育学習会

 愛教組連合HPの「組合員専用ページ」に資料があり

ます。 

【公開中の資料】 

・平和教育資料一覧 

・平和教育実践レポート 

・平和講話（鬼丸さん、被爆体験者） 

・沖縄戦に関する資料 

・焼け跡に立つ虹 

パスワード「atuc2017」 

愛教組連合ができた年と覚えてください! 

【地雷について】 

・カンボジアという一つの国の

地雷を全て除去するのに６０

０年かかります。つまり、地雷

という問題一つとっても、そ

れは過去の問題ではなく、現

在、そして未来の問題だと認

識しなければなりません。 

 

【子ども兵について】 

・子ども兵とは武装勢力に拘束さ

れた１８歳未満の子どものこ

とを指します。戦場に出ている

子どもだけが子ども兵と言わ

れるわけではありません。現在

確認されている子ども兵は約

３０万人と言われています。 

 

【鬼丸さんからのメッセージ】 

・私たちにできることは、私たちの選択には世界の問題の原因が少しずつ含まれていることを知り、行動する

ことです。そうすることで、ささやかな変化をもたらすことができます。私たちは微力ですが、決して無力

ではありません。誰にでも「未来を創る力」があります。そのことを世界の未来を担う子どもたちに伝えて

ほしいです。 

 

【愛教組連合HP】 

【平和行進の様子】 


